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高校生の1日ナース体験を開催しました。
約40人の高校生が、患者さんの体を洗
うなどし、看護の実体験を通じて、看護
師への理解を深めました。

平成29年9月8日に、産科医療功労者を受賞しました。
産科医療功労者とは、厚生労働大臣が、都道府県知事
の推薦のもと、長年にわたり地域のお産を支え産科医
療の推進に貢献してきた個人や医療機関等の団体の功
績をたたえるものです。 今後も、地域のお産への貢
献・発展に寄与して行く所存です。

市民公開講座を開催します

8.1 高校生1日ナース体験

10.13 庄内学園からのポットマム寄贈

庄内学園浜松市立庄内中学校の皆さんか
らポットマムを寄贈していただきました。

〜8月から10月までの主な出来事を振り返ります〜

高周波ホットバルーンを用いた
カテーテル心筋焼灼術について

８月、心房細動に対する治療において、高周波

ホットバルーンを用いたカテーテル心筋焼灼術

を県内で初めて施行しました。

心房細動に対する治療法は、高周波カテーテルを

用いたカテーテル心筋焼灼術（アブレーション）

が普及していますが、術者の熟練および長い施行

時間が課題です。今回の術式は、手術時間が短縮

され、血管を穿刺する本数が少ないなど、患者に

とってもメリットがあります。また、医療費も保

険診療のため、従来の方法と同額です。

詳しい内容については、循環器内科外来受診時に

医師にご確認ください。

当院では市民を対象とした市民公開講座を開催し

ています。今回は「よくわかる！女性のがん」を

テーマに、婦人科がん・乳がんについて、平成

30年1月13日（土）の14時00分～16時30分

（13時15分開場）アクトシティ浜松コングレス

センター31会議室で開催します。

詳細は、今後、当院ホームページ等でご案内しま

す。入場は無料・事前の予約等は不要ですので、

直接会場へお越ください。

（先着順：定員380名程度）

9.8 産科医療功労者を受賞

産科医療功労者を受賞し
ました。
今後も、地域のお産への
貢献・発展に寄与して行
く所存です。

10.16・17 病院機能評価受審

公益財団法人日本医
療機能評価による、
病院機能評価を受審
しました。
病院の更なる改善活
動を推進し、病院体
制の一層の充実や医療の質の向上に努め
ていきます。

http://www.hmedc.or.jp/


導入装置：腫瘍部が顕著に描出され、ＳＵＶも高値を示す従来の装置：腫瘍部が鮮明に描出されず、ＳＵＶも低値を示す

C 型 肝 炎 治 療 薬 の 薬 剤 説 明 を 行 っ て い ま す ！ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ た

Ｐ Ｅ Ｔ ／ Ｃ Ｔ 装 置 を 更 新 し ま し た ！ １ １ １ １ １ ！

C型肝炎は、C型肝炎ウイルスの感染により起こる肝臓の病気です。以前はインターフェロンという

注射薬での治療が基本でしたが、近年インターフェロンを使わない飲み薬だけの治療（インターフェ

ロンフリー治療）が登場しました。これらの治療薬はインターフェロンと比べて副作用が少なく入院

の必要がないという特徴があります。そのため、外来で通院しながら一定期間お薬を飲み続けること

で治療が終了します。

それぞれのお薬には、①合併症などによりお薬が使えない患者さんがいること②一緒に飲めないお薬

や健康食品、サプリメントがあること。などの特徴があります。また、治療効果を高めるためには毎

日飲み忘れることなく飲んでいただくことが重要となります。そのため、薬剤科では消化器内科と連

携し、外来でC型肝炎治療予定の患者さんへお薬の説明を行っています。お薬を飲み始める前の服薬

指導では毎日お薬を飲むことの大切さやお薬の飲み合わせの確認、飲み忘れたときの対応法や注意事

項などを確認し、患者さんが納得して最後まで治療を継続できるようにサポートしています。

薬剤師によるお薬の説明風景

説明を聞いて頂いた患者さんへのアンケート調査では、薬の理解力が高まり、治療を中断することなく続けられたなどの意見がありました。

C型肝炎治療を希望される際は消化器内科にご相談ください。

Discovery MI.v（GE Healthcare社製）

今回更新しましたPET/CT装置は、従来の装置より大幅に少ない被ばく線量で検査ができ、ごく小さな病変の描出に優れ、治療効果の判定に使用する数値

（SUV）の信頼性や安定性が従来の装置より数倍向上しました。これにより、最適な治療方針の選択や治療効果の確認に利用できます。

１２月中旬より稼働開始しています。検査についてのお問い合わせは、ＰＥＴ検査室（053-585-0366）までお願いします。


